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保護者会ありがとうございました 

先日はお忙しい中、保護者会にご参加いただき、ありがとうございました。本格的な夏の訪れと

ともに、いよいよ子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。 

３年生になってからの約４か月間、子どもたちは日々の学校生活の中で、学習や運動など、一つ

ひとつのことに一生懸命に取り組んできました。心も体も成長した姿に、私たちも大きな喜びを感

じています。１学期の間、様々な面でご理解、ご協力をいただき、ありがとうございました。 

 さて、これから始まる夏休みは、長い休みにしかできない貴重な体験をしたり、多くのことに挑

戦したりするチャンスでもあります。健康や安全に気をつけて、充実した夏休みをお過ごしくださ

い。 

８月・９月の主な予定 
 

 

・８月２０日（木） 全校出校日、地域別下校 9：３0 

          【持ち物】上ぐつ、水筒、筆記用具、日誌、 

あゆみファイル（中を空にして）、応募作品（希望者） 

書写コンクールの作品「小川」（申し込んだ人） 

 

・９月 １日（火） 始業式、給食開始、引率下校 13：20 

         【持ち物】上ぐつ、水筒、筆記用具、汗ふきタオル、給食袋、日誌、 

絵日記、日誌の習字「王」、 

クロームブック（二次元コードも）、図書館の本３さつ 

 

         【※道具箱は９月３日（木）までに持ってきてください。】 

 

・9 月 4 日（金） 6 限なし １４：５０下校 

・9 月１８日（金） スーパーマーケット見学（午前） 

 

【お願い・お知らせ】 

☆ 夏休み中に道具箱の中身や絵の具、習字道具の確認をし、記名や補充をお願いします。 

☆ 1 学期の学年会計報告は、後日 tetoru で配信します。 

☆ 夏休み中に万が一変わったことがあった場合には、学校にご連絡ください。 

【学校の電話番号 ０５８７－５６－３１４３】 
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早寝、早起き、

朝おお早寝、早

起き、朝ご飯の

生活リズムをし

っかり守
まも

って過
す

ごしてくださ

い。ご飯の生活

リズムをしっか

り守
まも

って過
す

ごし

てください。 

夏休みの課題
か だ い

  

① 日誌
に っ し

 

・ｐ４「楽しいな、泳ぐこと」は、プールなどに行った場合に挑戦
ちょうせん

してみましょう。 

・ｐ16「身近なものを使って」の楽器
が っ き

の制作は自由です。提出
ていしゅつ

する必要
ひつよう

はありません。 

・ｐ32「思い出を絵に」、ｐ43「心にのこった出来事」は、画用紙や日誌には書かず、 

絵日記の紙に書きましょう。 

② 日誌の習字「王」 ※９月１日までに提出
ていしゅつ

しましょう。 

 ・半紙を一人５枚配ります。５枚練習した中から、１枚えらんで、学校に持ってきましょう。 

③ 絵日記  ※９月１日までに提出
ていしゅつ

しましょう。 

・日誌ｐ32「思い出を絵に」、ｐ43「心にのこった出来事」の代わりに 1枚書きましょう。 

④ 作品応募
お う ぼ

（希望者
き ぼ う し ゃ

） ※８月２０日に提出
ていしゅつ

しましょう。 

・応募
お う ぼ

要項
ようこう

を見て、挑戦
ちょうせん

したいものがあれば取り組みましょう。 

※学校でとりまとめて送付
そ う ふ

しますので、応募
お う ぼ

する人は出校日に忘
わす

れずに持ってきてください。 

出校日に提出
ていしゅつ

できない人は、８／１９までに学校に届
とど

けてください。 

（土、日、祝、８／1０～1４は学校閉校日のため、開いていません） 

⑤ 尾教研書写コンクール「小川」（申し込んだ人） ※８月２０日に提出
ていしゅつ

しましょう。 

⑥ リコーダーの練習  

・リコーダープリント「かえり道」「メリーさんの羊」「せいじゃの行進」「夜のおどり子」 

※ ソから高いレの音まで、きれいな音色で演奏
えんそう

できるようにしましょう。 

⑦ 家のお手伝い 

・毎日できるお手伝いを決めて、つづけましょう。 

⑧ 読書 

・一週間に１さつ読めるとよいですね。 

⑨ 1学期の復習
ふくしゅう

 

・クロームブック、ミライシードなどを活用して１学期の学習内容
ないよう

を復習
ふくしゅう

しましょう。 

・文字を入力するときは、ローマ字入力ができるように、少しずつ練習しましょう。 

・夏休み明けに、漢字 50 問テスト（1 学期のまとめ）を行います。 

早ね、早起き、朝ごはんの 

生活リズムをまもって 

元気にすごしてください。 



 


